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之は普通三種混食 ワクチンとして普 く使用せ られ,単独で伐開される事が砂いoそれ孜に三種浪合 ワクチンを帯磁

患者に接種 して,その筋果経過を観察 した成績は長井 (1949)堀江 (1951)琴t,l'Lより一部倍されてい るO
我々は腸チフス菌 ｢ワクチン｣のみに裁て実験を行ったO

即ち本 ｢ワクチン｣ (lc.C.中常量 2mg合有)を 0･5C･C･,1･Oc･C･,2･Oc･C･,4･Oc･C･L′こ分ち大 々等姶家兎に皮下

注射を試み病泉反麿を観察 した｡その締呆体温は注射俊約 2時間にして漸次上昇 し,概ね24時間乃華48時間に最高他

を示すに拘 らず,何れの実験家兎にも眼圧髄び(/{病巣(/{は殆ど変牝を認め得なかった｡ (Fig4)
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(5) パラチフスA甫 ワクチン｡

本 ｢ワクチン｣ (lc･C･中甫量2mg合有)0･5C･C･及 1･Oc.C.を夫々実験家兄l/{皮下注射を試みたが,2時間後に急

洩kなる体温の上昇を認め,時間的に経過を親祭 したのであるが,これ亦眼圧,病巣には変化を認め得なかった0

倍本 ｢ワクチン｣に関しては腸チフス常 ｢ワクチン｣と同夜 2.Oc.C.,4.Oc.C.I/{戯て実験を進めつ ゝある.

以上諸稗の ｢ワクチン｣Z/{就で実験を試みたのである′が,パラチフスB蘭,コレラ菌,赤痢菌,大腸菌!その他の

｢Tjクチン｣裾引て裁ても同株実験を試みる心算であ り,これ等の締具に就ては後 日帝菅する予定であるo

高 濃 度 血 清 を､含 む 液 体 培 地 中 に 於 け る結 核 菌 の

発 育 に及 ぼ す抗 結 核 菌 性 物 質 e)影 響 に就 い { ｡

志 保 田 明

体内で二抗菌作用の行われる ｢メジウム｣に少 しでもさ丘い燦-件で試験管内二抗菌力を二枚討すると言 う目的でキ7t,ヒナ-

氏培地の血清含有貴を90/%!/{変えて,解核常の発育を検索 した帝果斯かる培地に:於ても10%血清加培地に劣 らぬ頁好

な発育を見た (節1表)0

廿廿

次に前述の90%血清加培地内に於ける,FAS,Streptomycin,UsninsauresNa,0-Aminophenol及び Contebenの

柿核蘭発育阻止力を調べた帝.=果第 2表の成績を得たO
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第 2表

卸ち対照 として同一血清より調製せる 10%血清加 キ 7レヒナー氏培地に於げろ同一被槍物質の 阻tL限界･と比鱗する

と'Conteben では不変,他は何れも90%血清加増地内での抗菌力は低下を示 して蹴 り, Usninsaures Na 及び

SLreptornycinでは血清量の増加L/{よ.る抗菌力の低下が著 しく, PAS及び 〇･Atninophenolでは値に低下する｡ 之は

StEePtOmyCi11については Willistorar° YoumanSが oIAT山inophenolについては絹本が鉦に 血清加液体培地内に於

て,添加培地を変更するE'とな しに草に血清量のみを変更 した場合30%近(の血活量となるとき之等の薬物の抗菌力

が夫 々低下すろと述べて居る成績 と平行するo

抗結核歯性物質を注射せる動物の血清e)抗菌力に就{●

志 保 田 明

也体の流血LPの抗菌力検討L/{は従衆,SlidecellCulture法が使用されて皆るが,手技の上で誤差がかな り大きい

ので,之に代る方法として前述の高濃度血清力培地を磨用した｡

繁藤方法 :体重2-3kgの催巌家兎耳覇泳rPに,横槍薬物溶液を注入 し,注入後,30分,1時間,1時間車,2時間,

2時間牛,3時間,4時間,24時間,と蓬時心臓穿刺により採血し,滅菌試験管に斜面として 24時間放置 し祈出せる血

清を以て,5%,10%,90%,の血活加培地を製 し,之に常接種,封蟻の上僻意中に4週間培養の後,対昭とせる同一

動物の薬物性人前の血清加培地 と比較 して,蘇核菌発育の有無を放 した｡

■被 検 物 質 時間培地中の血活量 1時間 1.5時間 2.0時間 2.5時間 3.0時間 4.O曙問 注入前対 照
Streptomycln当庇 0.1瓦 5% - + + 廿 # 廿10% - - 十 廿 廿 廿

90% - - - - 1- 千

FAS当勉 JO.1瓦 5% - - - 廿 廿 + 廿lo錫 - - 士 廿 廿 十 廿

90% 櫛 - - - -ト + 廿

o A inohe1101 5% - 士 + 芋 巨 廿--m p当妃 0.1二瓦 10% - - - - -1十

鷺讃成維並びに青棒 ;上蓮の実験成硬を見て言い守昔る事の第-は,｢SLreptomycin,FAS, o･Aminophenolの三譲は


